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概 要 　女 性 骨 盤 の 発 育 と性 機 能 の 成 熟 と の 関係 を 検 す る ttめ ，6 〜14才 の 男 女 に っ い て ，骨 盤 外 計 測，身 体
一

般計測 及 び 性 ホ ル モ
’
7 の LH ・FSH ・Estrogen （Es）・17−KS の 測定 を 行 つ て ，次 の 成績 を 得 た ．

　1）　女子骨 盤 は ，身長 ・ス パ ン な どの 長 管 骨 の 成 長 に 男 女 差 の な い 6〜10才 の 小 児 期 に お い て も 男 子 に 比 べ

て 有 意 差 を も っ て 大 き く，そ の 形 態 も有 意差 を もっ て 男子に 比 べ 前後径 が 大 き い 円 形に 近 い こ と が 特微 的 で あ

る ．こ の 年 令 層 で は 性 ホ ル モ ン 値 に は 差 異 は な い こ と か ら，か か る 男 女 差 は 性 差 に よ る 先 天 的 遺 伝 因 子 の 相 異

に よ る も の と推 測 さ れ る ．

　2） 性 ホ ル モ ン の LH 及 び Es 値 が 月 経 発 来 前 の 1年 以 内 に 有 意 差 の 上 昇 を 示 し，こ れ と 平行 し て 骨 盤 指

数 の 有 意 差 の 増 大 も こ の 時 期 の 9 − 10才 及 び 10− 11才 の 間 に み ら れ た ．

　 更 に ，月 経 発 来 時 期 の 前 後 そ れ ぞ れ 2 年 計 41可 の 連 続 計 測 に よ る 各 計 測 値 の 年 間 の 伸 び 率 の 検 討 に よ り，卵

巣 Es 分 泌 の 亢 進 す る 月 経発来 の 直前 に 身 長 と と もに 骨 盤 も著 し く発 育 す る が ，長 管 骨 に 比 べ て 骨 盤 の 発 育 の

方 が 有 意 差 を も つ て 大 ぎ く，且 つ そ の 後 ，身 長 の 成 長 C・t止 ま る が，骨 盤 の 方 は 月 経発 来 後 の 少 な く と も 1年 間

は 更 に 有 意 差 の 伸 長 を 示 し ，且 っ 前 後 径 が 横 径 に 比 べ て 有 意 差 を も っ て 更 に 成 長 し て 成 人 女 性 型 の 骨 盤 に 近 づ

く こ と が示 され た，月 経 発 来 の 頃 の 女 性 骨 盤 の 顕 著 な発 育 に は 性 機能 の 成熟特 に 卵巣 Es 分泌 の 亢進 が 大 き な

役 割 を 果 た し て い る こ と が示 唆 さ れ る ．

Synop5is 　In　order 　to　examine 　the　relation 　between 　female　pelvic　development 　qnd　maturat 三〇 n 　ofsexua 正蝕 nc −

tioning 　capability ，　measurernents 　were 　made 　on 　outer 　dimensions　of 　pelves ，　general 　body　dimensions，　and 　leve．ls
of　the　sex 　hormones 　LH

，
　FSH ，　Esしrogen 　and 　l　7−KS 　of 　ma 正e 　and 　femalejuveniles　aged 　6　to　I4years

，
　and 　the　fol−

lo輌 ng 　 resu ［鮒 were 　 obtained ．

　 1） ．The 　female　pelvis，　even 　at 　the　juvenil¢ stage 　of 　6　to　10　years 　when 　there 　is　no 　difference　between　male
and 　female　in　growth 　ef 　long　hollow　bones　connected 　with 　height　and 　span

，
　is　signi 五cantly 呈arger 　than 　the　male

pe二vis ．　 The 　shape 　also 　is　significant 里y　different　froni　that　of 　the　male 　pelvis　 and 　is　characteristically 　close 　tQ

acircle 　having　 a　longer　 antero −posterior　diameter．　 Since　there 　is　Ilo 　difference量n 　sex 　hormone 　levels葦br　this

age 　group ，　it　is　surmised 　that 　such 　a 　differcnce　between　male 　and 　female　is　due　to　congenital 　differenccs．

　2）　Levels　of 　the 　sex 　hor   ones 　L正｛ and 　Estrogen　rise　significantly 　from　w 三thin　one 　year 　prior　to　the 　onsct

of 　menstruation ，　while 　in　step 　with 　thls，　there　are 　signi 丘cant 　increases　in　peivic　indices　at 　age 　g　to　10　years
and 　10　to 　｝l　yea 「s・

　Further，　the　results 　ofstudies 　on 　annual 　growth　rates 肋 m 　mea8urementg 皿 ade 　continually 　4　times 　during　the

4．year　period　 of 　2　years　befbre　 and 　2　years　after 　the　onset 　of 　menstruation 　show 　that 　the 飴 male 　pelvis　grows

prominently　 along 　with 　height　when 　secretion 　of 　ovarian 　EstrQgen　increases　 sharply 　immediately　befbre　 the

onset ，　but　 cQmpared 　 w 三th　long　hollow　 bone   亡he　 growth　 of 　the 　pelvis　is　significantly 　more 　prominent ．
This　growth　continues 　at 　a　significantly 　greater　rate 　for　at 　least　one 　year 　after 　the　onset 　with 　the　antero −posterior
diameter　growing 　more 　than 　 the 　breadth　to　approach 　the 　f（）rm 　of 　a　mature 　female　pelvis．　 It　is　suggested 　that

maturation 　of 　sexual 　functioning　capability ，　particu里arly ，　the 　in（：rcasc 　in　ovarian 　Estrogen 　secrction ，　Plays　a

major 　role 　in　the　promin ごnt 　development 　 of 　the　female　pelvis　about 　 the 　 time 　 of 　the 　onset 　of 　menstruation ．
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　　　　　　　　 緒　　言

　従来 の 女性骨盤研究 の 多 くは 出来上 つ た骨盤 の

産科的意義 に 関す る も の で あつ て ，女性骨盤 の 成

立機序即 ち 骨盤 の 男女性差発牛 機序 に 関する もの

は 極め て少な い ．骨盤 の 形態は種族 。性 ・年齢に

よ つ て 異な り，身体
‘
般発育 とぱ 必 ず し も 平行 し

な い こ とが知 られ て お り ， 骨盤 の 成長 を 調節す る

囚子 と し て は ， 先天的遺伝的囚子 ，栄養学的 因

．r−，機械的因子 ， 内分泌的因子 な どが あげられ ，

骨盤 の 男女性差発生機序に つ い て は 先 大的素因の

ほ か に 内分泌的影響が推測 され る が ，こ れ に 関す

る研究は 未だ少ない ．

　そ こ で ，私は 骨盤 の 男女性差発生 と性機能発育

の 男女差 との 関係を検 討す る 目的 で ，6 〜M 歳 ま

で の 男女に つ い て ，骨盤外計測 ，身体
．般 計測 ，

及び
一
F
’
垂体 ホ ル モ ソ の LH と FSH 並び に 性腺 ス

テ ロ イ ドの Estrogen（Es） と 17−KS の 測 定を 行

つ た ．

　　　　　　　　研 究方 法

　 1． 研究対象

　 山形県飽海郡遊佐町立 小学校 8 校 ， 及 び 中学校

3 校に 在学 す る 6 〜14歳の 男子 1，169 名， 女子

1，157名 （初年 度対象数） を対象 と し た ．

　 2．　言i−lfi．［亅〒午5仁ン：

　 1） 身体
．般 に つ い て は ，身長 ・ス パ ン ・ド半

身長 ・坐 高 ・胸 囲．体重 を計測 した ．

　 2） 骨盤 に つ い て ば ，棘間径 （Sp） ・陵問径

（Cr） ・転 子間径 （Tr） ・外結含線 （Ext） ・外斜

径 （Ob ） ・側結合線 （Lat）を マ ル チ ン 型骨盤計

を 用 い て 言1測 し た ．

　 3． ホ ル モ ソ 測定法
一

骨盤 計測 日 の ．早 1彰目尿に つ

い て 行 つ た ．

　 1） 尿中 LH
，
　 FSH の 測定法 ： 尿20ml を 12時

間 4 ℃ で透析後 ，凍結乾燥処理 し ， こ れ に PBS −

1 ％ BSA （pH 　 7 ，5） 2ml を 加え て 10倍濃縮 し，

上H 及び FSH キ ッ ト 「第 1 」　（第 ］ ラ ジ オ ア イ

ソ ト
ープ研究所）を 用い

，
RIA に て 測定 し た ．

　 2）　尿中 Total　 estrogen の 測定法 ； 塩酸 に よ る

酸加 水分解後 工 一テ ル に て 抽出 ，LH −20　 C ・lumn

（Benzen ： Methanol
， 85 ： 15）　で Elt　 Ez

，　 E3 各分
一

画 に 分け て Anti −estr ｛o ］−16
，
17−hemisuccinate −BSA

を抗血清 とする RIA を行つ た ．

　3）　　尿 rti17 −KS 　a）損rl定重去　：　高僑
4）
　（1977）　び）ノ与

法 に て ，尿 を　Borate　bufferに て 稀釈 し，抗血清

を Allti．dehydrcepiandresterone ：
−3−BSA ，　：・レ

ー一
リ
．

一一
を Ancirosterone−E，2−3H とす る R 王A に て 測定

1．た ．

　　　　　　　　 成　　績

　 1． 身体並び に 骨盤発倉 の 男女
．
差

　 1） ．身体
・
般計測値 の 年齢的推移

　 i ）　計淀f直の 男女
．
差

　図 1に 各計測 値を ，図 2 に 計測値 の 男女差を示

し た ．身長
・ス ハ ン ・坐 高 ・胸囲 ・ド

’
卜身長及 び

体重は い ず れ も同様 の 年齢的推移像を示 し ，11−−

12歳頃 ま で は 男女差は 少な く，そ の 差は 1，6cm

以 ドま た は 2 ・2kg 以 ドで あ る 、著明な変化 は 初

潮期 に み られ ， ∫］経 の 発来 した 女子ば 男于及び 月

経未発来 の 女 」
 
に 比 べ て す べ て の 身体計測値は 明

らか に 大 ぎ く，特に 初潮直後の l／　k で は 著差 があ

る （身長差て 7cm 以 ヒ）．月経 発来 女子 で は年齢

に よ る増加率が 低 くな り，男子 で は 13〜14歳 で の

発育度が 大 き い た め 13歳 で は 男女差は 殆 どな くな

り ，
14歳 で は 胸囲を除 い た計測値特 に 身長 ・ス パ

ン は 明 ら か に 男子の ．方が大 き くな る ．

　 ii）計測値 の 年間伸び 率 （今年度計測値
一一

前年

度計測値／前年度計祺〔値 × 1〔〕o）

　 図 3 の 如 く，男 女 とも初潮前 の ll〜12歳 ま で は

大 きた差 を認め ず 、体重は 約10％，身長 ・胸闘 ・

ス パ ン ・坐高 ・下半身長は 5 ％前後 の 伸び率で あ

つ た ，し か し そ淑以後は ，月経未発来の
．
女子 の 仲

び率は 男壬に 比 べ て各計測値 と も低率とな り，体

重は 8 〜 5 ％ ，他 は 1 〜 4 ％ の 伸び率に 低下 す

る ．一・
方、初潮発来 しi・［Z

．
女子で は 身体計測値 の 伸

び 率は 顕著 に L昇 し ，前年度 に 比 べ て最高体重 の

331 ％ ，最低 ス バ ソ の 8．1％ とな るが，次年度 に

は 伸び 率は 低 ドして 月経未発来 女子 とほ ぼ同様 と

な る ．

　 2） 骨盤計測値 の 年齢的推移

　 i） 詩測値 の 男女差

　 炙 1 に 各計測値を ， 図 4 に 訓測値 の 男 女差を示
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し た ，女子で は
．
諸骨盤計測値ば 6 〜 8 歳で ば Ext ・

Sp ・Tr 及び Lat が 男子 よ り 有意に 大 き く （P ＜

0．05・− o，01）， 9 〜10歳で はそ の 差が更に 大 きくな

る （P ＜O．Ol）．男子で は 12歳頃 よ り骨盤計測値 も

前述 の 身体
一般計測値 と平行 し て増大度が 著し く

な り，13〜14歳で は Tr。Cr・Ob ・Lat の 各径線 は 月

経未発来 の 女子 と殆 ど等 しくな る ．

　一方 ，初潮発来周辺時期 の 女子骨盤 の 発育速度

は 極め て 大き く，初潮直後の 1工歳で は 未発来群と

比 べ て 明らか な差が あ り，男子 と比 べ れ ば著差が

ある （Tr は 3 ．2cm ，　Lat は 1．5cm ）， し か し月

経発来以後の 発育速度は 緩慢 とな る の が特微的 で

ある ．

　ii）計測 値の 年間伸び 率

　図 5 の 如 く，年間伸び 率は 平均約 5 ％で あつ た ．

　 男女差 に つ い て み る と ， 6 歳か らlI歳頃ま で は

両者間に殆 ど差が な い が ，男子が や や 小 さ い 傾 向

が あ り，C ・・Tr ・Ext に 関 して は 9 〜10歳で 女子の

方 が明 らか に．大きい が ，H 歳以後 に お い て ．は 男子

の 仲び率 は ．女子 よ り．大ぎくな る傾向が窺わ れ た ．

　女子に つ い て み る と ， 初潮発来周辺時期 の 正0〜

11歳 の 伸び率が著明に大 き く （各径線とも約 9 ％

以 L で ，Tr で は 13．4％），発来 以後に ば伸び率は

明ら か に 小 さくな り （Lat で は 約 1％ ，
　 Tr で は

約 1 〜 2 ％），男子並び に 月経未発来者 の それ よ り

も低 い ．

表 1　 年令別骨盤計測値

年令

6

7

8

9

10

11

毆

経
緒

　

月
発

12

下段

月　 経

発来者

13

下 段

月　 経
発来者

14

ド段

月　 経
発来者

Sp （  ）

男 子

　 17．OSD
＝1 ．1n
＝95

　 17．6SD
＝1．3n
＝216

　 18．3SD
＝1．2n
＝353

　 19．OSD
＝1．3n
＝396

　 19．7SD
＝1．4n
＝406

　 20．3SD
＝L5n
＝ 443

　 21．2SD
＝1．7n
＝472

　 22 ，1SD
＝1．8n
＝499

　 23．2SD
≡1．9n
≡343

女 子

　 17．4SD
≡1．2n
＝］04

　 18．1SD
＝＝1．1n
＝244

　 18．8SD
＝1．2n
＝368

　 19．7SD
＝・1．5n
＝401

　 20．6SD
＝1．6n
＝400

　 21．6SD
＝＝1．6n
＝320

　 22．7SD
＝＝1．6n
＝＝115

　 22．4SD
＝1．4n
＝160

　 23 ．5SD
＝ 1．5n
＝289

　 23 ．4SD
＝1．4n
＝ 87

　 24 ，2SD
‘1，8n
≡383

　 24．lSD71
，4n

＝ 24

　 24 ．8SD
＝ 1．4n
：＝292

C ・匝
一

π
一

歪 （ 

男 子

　 18、2SD
・＝1，0n
＝95

　 19，0SD
＝1．ln
＝216

　 19．5SD
二1，ln
＝353

　 20 ，3SD
窟 1．3n
＝396

　 20 ．8SD
＝1．3n
＝406

　 21 ．8SD
＝1，4n
＝443

　 22、7SD
＝1．6n
＝472

　 23 ．9SD
；1．7n
＝499

　 25 ．1SD
＝L7n
＝343
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　 　 　 図 4　 骨 盤 計 測 値 の 男 女 性 差
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　 iii）骨盤形態の 変化に つ い て

　女性骨盤 の 特徴は 男性に 比 べ て前後径が特に大

ぎい こ とか ら，骨盤横径 と前後径 の 比 を 骨盤形態

の ひ とつ の示標 と考え ，sp1Ext・cr1Ext・Tr1Ext の

年齢的推移を検 し た ．

　図 6 の 如 く，女子 で は男子に 比 べ
ー

般 に 各比 の

値は 小さ く （Sp1Ext の 12〜14歳以外 は 有意差 あ

り），女 子 で は 男子 に 比 べ て 前後径が 大 き く， 骨

盤 の 形態は円形に 近い こ とが示 された ．年齢的 に

は ， 6 歳以後 10歳ま で は 男女 とも小さ くな る傾 向

が あ り， 7 → 8 歳で は すべ て に 有意差 を認め た ．

そ の 後 ， 男子 で は 10→ 11歳 の SpfExt
， 12→ 13歳 の

Cr1Ext 及び Tr！Ext の 減少に 有意差が あ り，女

子 の 月経未発来者で は 12〜13歳の Tr！Ext の 減少

以外に は有意差は み られ なか つ た が ，月経発来群

と未発来群とを 比較 す る と，Sp1Ext は 11歳及び

13歳 ，cr1Ext 及 び Tr！Ext で は 13歳 で 明 らか な有

図 5　骨 盤 計 測 値 の 年 令 間 に お け る 「伸 び 率」
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図 6　 骨 盤 横 径 ・前後径 比 の 男女 性 差
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図 7　　骨 盤 指 数 と 尿 中 ホ ル モ ン 値

骨 盤 指数
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意差 の 比 の 減少が認 め られ ， 月経発来に よ り骨盤

前後径 の 増大が著 しくな る こ とが示され た ．

　なお ，こ の年齢層の 比を成人女子 の それ と比較

す る と ， 成人女子 （Sp！Ext　 1，2 ・　CrfExt　 1．4 ・　Trt「

Ext　 1．5）に 比 べ て こ の 年齢層の値は 大ぎい （Sp！

Ext　l’ま 1，46：±：0 ．12〜1．31：ヒ0．09 ，　Cr！Ext　iよ 1 ．57

± 0 ．12〜 1．40± O．09 ，Tr！Ext は 1．70± 0 ，09〜1．55

± 0 ．09）．即ち ， こ の 年齢群 で は 月経 が 発来 し て

も成人女子 に 比 べ れ ば骨盤は 扁平傾向に ある こ と

が窺わ れ た ．

　2 ， 性機能 の成熟 と女性骨盤 の 発育 と の 関係

　1）　小児期
一思春期に お け る尿中性 ホ ル モ ソ 値

の 推移 （図 7 ）

　 i ） LH 値 （IUIi）

　 8 〜14歳で は LH 値は 一般に 上昇傾向が 明 ら か

で ， 男子で は 9 → 10歳 で有意差 の 上昇 の 後 ，11→

12歳 で も 平均値 は 明 ら か に 上昇 し て い る の に 対

し ， 女子 で は ，初潮時期に 当 る 10→ 11歳 で は 月経

未発来群 ・発来群 と もに 有意差 の 増量 があ り，11

20

ん

oU−
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魚

15
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nghnし

7005003001DO

一

6　　 7　　 8　　 9　　1G　　11　　12　　13　　14 （年令〕

歳群で は 月経発来群 の LH 値 （17．1士 11．3） は 明

らか に 未発来群 （5．7± 4．5） よ り高 く，同年齢

の V，T− （4．9± 3．6） に 比 べ て も有意差 の 増量が

ある ．な お ，各年齢 の 男女間に は有意差は認め ら

れ な か つ た ．

　 ii）FSH 値 （lu11）

　FSH 値 は 男女 と もに 年齢 とと もに 一h昇 の 傾 向

が 認 め ら れ ，男子で は 9 → 10歳及 び 11→ 12歳 で 有

意差 の E昇が ある の に対 し，女子 で は 8 〜11歳で

は 平 均値 と し て は 男子よ り も高値を示 すが （8 歳

で は 有意差が ある ），年齢間に有意差は 認め られな
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か つ た 。

　 iii）Es 値　（ng ！ml ）

　 男子 で は 9 歳 （4 ．3± O ．8）か ら10歳 （8 ．1±

2 ．9） に か け て有意差 の 増量を示 し た 後 ，以後14

歳 ま で は殆 ど不変で あ る の に 対 し ， 女子 で は 初潮

直前 の 10歳 （8 ．4± 4 ，7） か ら 11歳 （14．5± 5．3）

に か け て 有意差の 増加を 示 し て 月経発来後の 値

ま で 上 昇 し た後 ， 以後は月経発来 の 有無に 拘 らず

約15ng／m1 前後の 値を持続す る ．男女間 の 比較で

は ， 10歳 ま で は 有意差は ない が ， 11歳及び 12歳の

月経未発来 の 女子 （14．5± 5．3及び 15．7± 6，1）

で は 男子 （8．5± 1．8及び 7．7± 4．2） に比 べ て

有意差の 高値が み られ ，月経発来 の 12歳及 び 13歳
の 女子 （15．2± 8．0及 び 15．5± 4．0）で も同年齢

の 男子 （7．7± 4．2及び 7 ．3± 2 ．2） とは 有意差

の 高値を示す ．

　iv） 17・KS 値 （ngfml ）

　男女 と もに 年齢 とともに
一

般 に 増加 の 傾向が あ

り ， 男女 ともに 10歳か ら11歳の 間に 有意差 の上昇

が み られ た （男子で は 326．6± 149 ．4→ 490 ．3±
248 ．9 ；女子で は 354．2± 151．0→ 543 ．8± 215 ．4）

男女の 年齢に よ る 性差は一般に は 著明 で は な い

が ， 7 歳 の 値の み 女子 で は 男子 に 比べ て 有意差 の

高値が得 られ た ．

　以上 の 如 く，女子 で は 下垂体 ホ ル モ ソ の LH 値

は 月経開始 の 約 1 年前以内に 有意差 の 増加が始ま

り ， 月経発来に よ り更 に 上昇す る こ とが示 された

が ，
FSH 値は年齢的に 有意差の 増量は み られな

か つ た ．性腺 ス テ 卩 イ ドの Es 及び 17−KS も月経

発来の 約 1 年間以内に 有意差 を もつ て ほ ぼ 月経発

来後の 値 ま で 上 昇 して お り ， 尿中ゴ ナ ド ト ロ ピ ン

の 増量年齢 とほ ぼ平行関係が み られ る ．

　 2） 骨盤指数 と性機能

　 i ）骨盤指数 の年齢的変化

　 長管骨 の 発育 に 対す る骨盤 の 発育 の 比率の 示標

とな る骨盤指数 （中Lus）

， 1965 ： Tr× Ext× 100／

身長× ス パ ン ） の 年齢的推移を表 2 に 示 した ．

　 6 〜14歳の すべ て の年齢 に お い て ， 女子 の 骨盤

指数は 男子 よ り大 き く有意 の 差 が あ り，加齢に よ

り男女 と もそれぞれ増大す るが ，10歳以後に は そ

の 差 が更に 大 きくな る傾向が あ り，特に 月経発来

群で の 増大 が顕著で あつ て （14歳 で は 月経発来女

子2．2e± O．16，男子は L88 ±O．12），11〜 14歳の 月

経未発来群に 比 べ て 明らかな有意差 （P ＜0．01）

が ある ．なお ，骨盤指数 の 年齢的推移 で は ，女子

で は 9 歳 （1．95± 0．16）か ら10歳 （2．00± 0．18）

に か け て （P ＜ 0．01），10歳か ら11歳 （2 ．04± 0．24

月経未発来者）に かけ て （P ＜O ．05）有意の 差が

認め られた ．

　即ち ， 女子 は 男子に 比 べ 6 歳頃か らす で に 長管

骨 の 発育に 比 べ て骨盤発育が 良好で あ り ， 特 に 月

経開始直前 の 9 歳か ら 10歳及 び 10歳か ら 11歳 に か

け て 発育が著明に なる こ と ， 特に 月経開始群 で は

未発来群に 比べ て 顕著 な発育が 認め られる こ と ，

が指数 の 点か らも認め られ た ．

　 ii）骨盤指数 と尿中 ホ ル モ ン 値

　図 7 に 骨盤指数の 年齢的推移 と尿中性 ホ ル モ ン

値 との 関係を 示 し た ．

表 ・ 體 指数 （
転子間径 x 外結合線

　良長 × ス パ ン 　
x100 ）
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　 骨盤指数は 月経開始直 前の 9 → 10歳及び 10→ 11

歳 の 未発来群 の 問 に 右意差 の 増大が み られ る が ，

性 ホ ル モ ン の うち LH 及び Es 値に も10→ 11歳 の

間に は 同様 の急上昇が み られ た ．ま た ，月経発来

群で は 未発来群 に 比 べ て骨盤指数に は 有意差 の 高

値が 1工〜14歳で それ ぞれ み られ た が ，尿 中性ホ ル

モ ン値に は 11歳以後セこ は 月経発来 の 有無に よ る差

は な く，ほ ぼ
一一

定 の 高値を 示 し ，
LH 値 の み は 月

経未発来群で は 12歳 まで E昇傾向がみ られ た．

　 3） 月経発来 の 時期 と身体並び に骨盤計測 値の

変化 との 関係

　 身体及 び 骨盤計測 値の 年間伸び率は 前述の 如 く

　 （図 3 ，図 5 ），
い ずれも月経 の 発来 し た年 に 限つ

てそ の 前年 よ りも著 し く増大す る こ とが知 られ ，
一

方 LH 以外 の 尿中性ホ ル モ ン 値特に卵巣 ス テ ロ

イ ドの Es は 月経発来 の 約 1年前 に は 既 に 月経発

来群の レ ベ ル ま で 上昇 して お り，従 つ て 月経発来

の 直前 の 年 と直後の 時期 の 数値 に は差が み られ な

か つ た ．もし も卵巣 Es を中心 と し た 性 ホ ル モ ソ

の 増景 が身長や骨 盤 の 発育 に 大 きな影響を及ぼす

とすれ ば ， 身長 や骨盤 の 年間伸び率は 月経発来の

1 年前 の 時期 に 既 に 顕著 に な る こ とが 予想 され

る ． こ の 点を 検討す る た め ，月経発来時期 の 前

後それ ぞれ 2 年計 4 同 の 計測を 彳∫つ た 30例 を at

rand ・ m に選び ，長管骨 の 成長の 示標 と し て身長

を ，骨盤 の 成長 の 示標 と し て Ext 及 び Tr を ，骨

盤形態の 示標 として Tr1Ext 比を ，骨盤成長度 の

長管骨 の そ れ に 対す る 割 合 の 示 標 と して の 骨盤

指数 を ， それぞれ検 し た （図 8 ）．

　 i ）身長 は 月経 発来 の 前 々 年→ 前年及び 前年→

発来年の 間で 有意差 （P ＜ 0．01） の 伸び を 示 す

が ，発来 の 翌 年に は 伸び率に有意差が な い の に 対

し，骨盤計測値 の Ext 及 び Tr は 身長 と 1司じ く月

経発来の 前年及び発来年で 有意に増大す る が ，更

に 発来 の 翌年 で も有意差 （P ＜ 0．05） の 増大が み

ら れ る 点が 身長 の それ と異 な る ．こ の こ とは 卵巣

Es の 分泌増加 と と もに 身 長 は 著 しく 大 き くな る

が ，月経開始 と と もに 骨端線 の 閉鎖に よ り長管骨

の 成長 は 止 ま る が ，骨 盤 の 骨 は 月経発来 の 後 1年

間は 更 に 成長す る こ とを 示 唆 し て い る ．

　 ii）骨盤 の 形 態を 示す Tr！Ext 比 は 月経発来 の

翌 年 に 有意差 の 減少が あ り，こ の 時期に ば ，骨盤

図 8　 月 経 発 来 の 時 期 と 身 体 並 び に 骨 盤 計 測 値
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　 　 　 　 初 潮 発 来

諸径線は す べ て 有意差 の 伸長を 示すが ，骨盤前後

径の Ext の 伸び の 方が横径 よ りも著 し い こ とを示

して い る．こ の こ とは ，骨盤は 月経発来の 直前及
び 直後に 著 し く成長 す る が ，月経発来後に 前後径
が 更に 特に 成長 し て 成人女性 の 骨盤 とな る こ と

（扁平で な くな る こ と）を示 し て い る ．

　ii三）骨盤指数の 伸び は 月経 発来 の 前 々 年 → 前年
の 時期 に 有意差 （P く0 ．〔｝1） の E昇が あ り ， こ の

時期に は 長 管 胃
’
の 仲 び （身長 × ス パ ソ ） も骨盤 の

成長 （Tr× Ex亡） の い ず れ も 有意差 の 成長 を示 す

が ，特 に骨盤 の 発育 の 方が 長 管骨 の それ よ り も有
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意差を もつ て 顕著で ある こ とを示 し て い る ．こ の

よ うに ， 卵巣 ス テ ・ イ ドの Es の 急増す る月経発

来 の 前年 に 骨盤 の 成長が長 管骨 の それ に 比 べ 特に

顕著で ある と の 成績 は ， 女性骨盤 の 成長 に 対す る

卵巣 Es の もつ 意義 を示唆 して い る と思わ れ る．

　　　　　　　　　考　　案

　 男女骨盤の 大 きさ ・形の 相異に つ い て の 研究は

多い が ，そ の 年齢的 な発育過程 の 差異や骨盤と他

の 骨格 の 年齢的な発育速度 の 違 い に つ い て の 報告

は 比較的少な く ， 女性骨盤の 発育と性腺系内分泌

機能 の 年齢的成熟過程 との 時間的関係な どに 関す

る 研究は 更 に 少な い ．従来 よ り，女子 で は 初潮発

来 の 約 1年前か ら身体発育が急速 とな る こ と，初

潮発来後は発育は緩慢 とな る こ とや ，骨盤 の 男女

差 も同様 に 11歳頃か ら顕 著と な り ， 13歳頃 に は 女

性 ら しい 骨盤 の 形が完成する と い わ れ，前田
1）2）

（1948，1951 ） ら 他 2 ，3 の 報告 が あ る ．小児

期 ・思春期の 性腺ホ ル モ ン 系に つ い て も従来 よ り

多数 の 報告が あるが ，骨盤の 発育 と内分泌 因子 と

の 関係 に つ い て は Morten 　et 　aL8
）

（1952）は性

ホ ル モ ン （17−KS ） が骨盤の 性徴を 決定す る第 1

の 因子で は な い と し ，また 中山
3）

（1965）。徳江
5）

（1970）が 女性骨盤 の 発育 と 卵巣機能 と くに Es

と の 関係を述 べ て い る以外 に は 報告は 殆 どな い ．

　 私 の 成績で は ，女子 の 骨盤 は 6 〜10歳 の 小児期

に お い て も男子に比 べ て 諸計測値 とも有意に大 き

く，そ の 形態 も有意差 を もつ て 異な り，前後径が

大 き くて骨盤 の 形態 は 円形 に近 く ， 且 つ 骨盤指数

か らみ て 長管骨に 比 べ て骨盤の大 きさ が 明らか な

差を もつ て大 ぎい こ とが示 され た ．更 に 初潮発来

周辺時期 に は 女 子 の 骨盤 の 発育速度は 顕著とな つ

て ， 10→ 11歳で の 各計測値 の 年間伸び率が 著明に

大き く， 且 つ 月経発来に よ り骨盤前後径の 増大 の

方が著 し くな り，
一

方身長・ス パ ン な どの 長管骨 の

成長 も初潮発来時期に 明らか に 顕著 どな るが，月

経発来期以後 に は 身長 ・ス パ ン 及 び骨盤径線の 発

育は緩慢 とな つ て 伸び 率は 男子 よ り小 さ くなる ．

　骨盤指数 と尿中性 ホ ル モ ン 値 との 関係を検する

と LH 値及び Es 値が 月経発来 の 約 1 年以内に 有

意差 の 上昇を示 し Es 値は こ の 時期 に 既 に 月経発

来後 の 高値 ま で 増加す る が ，LH は 月経発来 に よ

り更 に 上昇す る こ とが 明らか に された こ と ，一
方

骨盤指数 の 有意差 の 増大 が月経開始前 の 9 → 10歳

及 び 10→ 11歳の 間 に み られた こ と は ， 性機能の 成

熟 とくに 初潮発来時期に おけ る性腺 ス テ ロ イ ドの

Es産生 の 著増 と骨盤の 急速 な女性型 へ の 発育に対

し て 重大な 役割を 果 し て い る こ と が示唆 さ れ る ：

　更に ， 月経発来時期の 前後それ ぞれ 2 年計 4 回

の 計測 を連続 して行 つ た30例 に つ い て の 精細な検

討に よ り，D　卵巣 Es 分泌 の 高 ま る月経発来 の

直前に 身長 とと もに 骨盤 の 成長は 著 し くな り， そ

の 後身長の 成 長 は止 るが骨盤の 方は 月経発来後 1

年間ば 更に 有意差 の 成長を示 す こ と，2） 骨盤 の

形態の 成長 に つ い て も月経発来時期 に 引 き続 い て

発来後 も骨盤前後径は更 に 成長 し て 成人女性型 の

骨盤 に 近ず くこ と，3） 骨盤指数 の 伸び は Es の

急増す る 月経発来の 直前 に 顕 著 と な る と の 成績

は ，こ の 時期 に は 指数 の 分母及び分子で ある （身

長 × ス パ ン ）及び（Tr× Ext）の い ずれ も有意差 の 成

長を示すが ， 特に骨盤 の 発育 の 方が長管骨に 比 べ

て 有意差を もつ て顕著で ある こ とを示 し て い る ．

　以 ヒの 成績か ら，6 〜 9 歳 の 骨盤 の 明らか な男

女差は性差に よ る先天的な遺伝因子の 相異に よ る

と推測 され るが ， 月経発来直前の 女性骨盤の 顕著

な発育は性機能の 成熟 と くに卵巣 Es 分泌 の 亢進

が大 ぎな役割を果 し て い る こ とが示 唆され た こ と

は 極め て 興味深い ．
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